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▲『広報美濃加茂市（昭和 29年 8月 1日号）』

数百発の打ち上げ花火
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　美濃加茂市合併の年の夏に開催された市制施行記念「ライン川祭
り」の案内です。川祭りは太田の木曽川河畔で合併前から行われて
いた恒例行事だったようですが、祝賀の喜びを込め、美濃加茂市観
光協会の主催で初めて市全体の催事として華々しく行われました。
打ち上げられた花火は数百発、仕掛け花火も数台あったようです。
　午後 9時 30分に終了し、多くの来場者のために国鉄の列車や市
外各地へのバスが大増発された模様です。

Pick Up

▲ 美濃加茂市初めての盆踊り大会／
『広報美濃加茂市（昭和 30年 8月
20日号）』


